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史
料
翻
刻

田
辺
藩
庁
文
書
「
無
官
士
族
卒
名
前
」

砂　

川　

佳　

子

　

昨
年
度
の
紀
要
に
お
い
て
、
当
館
で
所
蔵
す
る
『
紀
州
家
中
系

譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
』
の
う
ち
、
紀
州
藩
付
家
老
安
藤
家
家
臣

団
の
「
先
祖
書
」
を
取
上
げ
、
紹
介
し
た（

1
（

。
そ
の
後
、
改
め
て
当

館
の
史
料
を
探
索
し
た
と
こ
ろ
、
安
藤
家
家
臣
団
を
書
き
上
げ
た

帳
面
を
四
点
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ

の
う
ち
の
一
点
「
無
官
士
族
卒
名
前
」
を
翻
刻
し
、
若
干
の
解
説

を
付
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
度
発
見
し
た
四
点
の
史
料
、
す
な
わ
ち
「
若
山
江

戸
御
附
職
分
録
」、「
無
官
士
族
卒
名
前
」、「
独
礼
順
書
」、「
卒
族

順
書
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
い
ず
れ
も
当
館
開
館
時
に
県

立
図
書
館
か
ら
移
管
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、収
蔵
史
料
目
録
四『
移

管
資
料
目
録
』に
お
い
て
既
に
公
開
し
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
四
点
の
史
料
は
目
録
上
「
紀
州
藩
・
和
歌
山
藩
庁
」
に
分
類

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
回
改
め
て
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
田
辺
藩
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
誤
り

を
正
し
広
く
利
用
に
供
す
る
た
め
、
翻
刻
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
を
一
度
に
翻
刻
す
る
と
大
部
に
な
る
こ
と

か
ら
、
順
次
発
表
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

以
下
、
資
料
番
号
順
に
概
要
を
示
し
て
お
く
。

「
若
山
江
戸
御
附
職
分
録
」（
写
真
１
、
資
料
番
号
八
九
八
六
）

　

一
点
目
は
、「
若
山
江
戸
御
附
職
分
録
」
で
、
表
題
通
り
、
和

歌
山
の
安
藤
家
当
主
付
と
江
戸
屋
敷
付
の
家
臣
、
そ
れ
に
歩
兵
を

加
え
た
一
八
七
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
京
都
御
留
守
居
な

ど
和
歌
山
・
江
戸
以
外
の
役
職
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
て
い
る
。
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安
藤
家
は
、
紀
州
藩
付
家
老
と
い
う
藩
主
を
補
佐
す
る
立
場
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
主
は
和
歌
山
に
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
本
領
で
あ
る
田
辺
の
地
は
、
安
藤
小
兵
衛
家
が
城
代
を
つ
と
め

支
配
し
て
い
た
。安
藤
家
は
付
家
老
と
い
う
特
殊
な
地
位
に
よ
り
、

陪
臣
で
あ
り
な
が
ら
譜
代
大
名
並
み
の
扱
い
を
受
け
、
江
戸
に
邸

宅
を
与
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
江
戸
に
も
家
臣
の
一
部
が
常
駐
し

て
い
た（

（
（

。

こ
こ
で
は
、
役
職
名
に
付
家
老
時
代
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
田
辺
藩
職
制
が
定
め
ら
れ
た
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）九
月
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、と
い
え
る
。

「
若
山
江
戸
御
附
職
分
録
」
で
注
目
す
べ
き
は
、「
御
預
り
同
心
」

六
〇
名
の
書
上
で
あ
る
。
安
藤
家
で
は
、
与
力
三
六
家
の
ほ
か
同

心
六
〇
名
を
紀
州
藩
か
ら
預
か
っ
て
い
た
。
与
力
ら
は
、
幕
末
に

安
藤
家
家
臣
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
部
の
与
力
が

い
わ
ゆ
る
「
田
辺
与
力
騒
動
」
を
起
す
が
、
和
歌
山
城
下
に
居
住

し
て
い
た
同
心
た
ち
は
安
藤
家
家
臣
団
と
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
明

治
二
年
十
月
、
紀
州
藩
に
戻
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
こ
に
記
さ
れ
た

六
〇
名
は
、
お
そ
ら
く
最
後
の
預
り
同
心
た
ち
で
あ
ろ
う
。

「
無
官
士
族
卒
名
前
」（
写
真
２
、
資
料
番
号
九
〇
〇
六
）

　

二
点
目
の
「
無
官
士
族
卒
名
前
」
を
本
稿
で
は
翻
刻
し
た
。

「
無
官
士
族
卒
名
前
」
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
綏す
い

民み
ん

局き
ょ
く
什
伍
懸
り
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
横
帳
で
、
士
族
一
七
七

名
、
卒
族
一
六
〇
名
、
計
三
三
七
名
分
の
名
字
、
諱い
み
な、
諱
の
ふ
り

が
な
、
通
称
が
、
ま
た
士
族
の
一
部
の
人
物
に
は
「
兵
」・「
邸
」・

「
校
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

表
題
に
「
無
官
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
田
辺
藩
の
役
職
に
就

い
て
い
な
か
っ
た
家
臣
団
ら
の
名
簿
で
あ
る
。
作
成
者
の
綏
民
局

写真 1　「若山江戸御附職分録」
　　　　（資料番号　8986）
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と
い
う
の
は
、
田
辺
城
二
ノ
丸
内
に
あ
っ
た
田
辺
藩
庁
の
部
局
の

一
つ
で
、
民
政
を
担
当
し
た
（
表
１
）。

今
回
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
こ
の
史
料
を
選
ん
だ
理
由
は
、
国

立
公
文
書
館
で
所
蔵
さ
れ
る
『
和
歌
山
県
史
料
』
の
う
ち
、
田
辺

藩
史
附
録
の
官
員
履
歴
（
以
下
、「
田
辺
藩
官
員
履
歴
」
と
す
る
）

と
併
せ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
四
年
頃
に
お
け
る
卒
以
上

の
家
臣
団
が
明
ら
か
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

田
辺
藩
で
は
、
政
府
の
指
導
よ
り
も
早
い
明
治
二
年
八
月
に
藩

政
改
革
を
実
行
、
家
臣
団
を
上
士
、
中
士
、
下
士
、
卒
、
小
者
に

分
類
し
整
理
し
た
。

『
和
歌
山
県
史
料
』
の
う
ち
、「
田
辺
藩
史
」
に
よ
る
と
、
明
治

二
年
の
士
族
は
六
七
七
名
、
卒
族
五
八
〇
名
、
小
者
二
一
二
名
と
、

合
せ
て
一
、四
六
九
名
も
の
人
員
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
（
表
（
）。
翌
三
年
（
一
八
七
〇
）、藩
政
改
革
を
お
こ
な
っ

た
が
、
む
し
ろ
士
族
が
百
名
以
上
、
卒
族
三
〇
名
ば
か
り
増
え
、

計
一
、六
一
五
名
と
一
五
〇
名
近
く
増
加
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
年
の
明
治
四
年
に
は
、
士
族
二
七
九
名
、
卒
族

二
七
三
名
、
官
員
一
三
三
名
の
計
六
八
五
名
と
前
年
の
半
分
以
下

に
減
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
明
治
三
年
十
一
月
の
集
計
以
降
、
綏
民

局
の
廃
止
さ
れ
る
明
治
四

年
四
月
ま
で
の
四
ヶ
月
の

間
に
、
大
幅
な
人
員
削
減

が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
無
官
士
族
卒
名
前
」

に
は
、「
田
辺
藩
官
員
履

歴
」と
突
き
合
わ
せ
る
と
、

重
複
し
て
記
載
さ
れ
る
人

物
が
三
〇
名
お
り
、
こ
の

間
に
免
官
さ
れ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
人
物
が
二
七

名
存
在
す
る
。

田
辺
藩
で
は
、
兵
制
と

し
て
楊
烈
隊
、
底
綏
隊
、

彰
信
隊
、
明
義
隊
、
壮
毅

隊
と
い
う
歩
兵
五
小
隊

二
五
〇
人
と
、
土
工
兵
一

小
隊
（
人
数
不
明
）、
砲

兵
二
分
隊
五
〇
人
を
健
剛

写真２　「無官士族卒名前」　（資料番号 9006）
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表１　田辺藩（県）年表

年 月 日 全体・紀州藩の出来事 月 日 田辺藩の動き

慶応３
（1（67） 10 1（ 大政奉還

慶応４ 1 （ 鳥羽伏見の戦い

明治１
（1（6（） 1 （（ 朝廷、御三家の付家老五家を大名に取り立てる 1 （（ 田辺藩成立するも紀州藩政に参画を続ける

7 1（「御三家」の称を廃止する

（ （0 津田出、執政となる （ （6 紀州藩政への参与を禁止される

明治２
（1（6（） （ （（ 東京奠都 （ （0 安藤直裕、田辺へ帰藩

6 17 版籍奉還が勅許され、藩知事を任命 6 （0 安藤直裕、版籍奉還を願い出、藩知事に任じられる

6 （5 藩知事へ禄制改革を達す 7 － 田辺城二ノ丸に政治府（のち「藩庁」）
を設置

（ 10 藩政改革を布告 （ （5 藩政改革により、禄制と士卒の階級を改める

1（ － 士族・卒の称を定める 10 － 同心 60 名を和歌山藩に返還

明治３
（1（70） 1 （（ 和歌山藩兵制改革 （ 1（「経済局（会計司・綏民司に分課）」をおく

7 17 和歌山城砂の丸に政治庁・諸局を建設 10 7 「経済局」を「会計局」と「綏民局」に分立する

明治４
（1（71） 1 5 寺社領を上げ地 （ 1（「綏民局」の称を廃止し、「某出庁」とする

7 1（ 廃藩置県 7 1（ 田辺県成立、「藩庁」を「県庁」に改める

11 （（ 府県統廃合 11 （（ 和歌山県に編入される（「元田辺県」として事務は継続）

明治５
（1（7（） 1 （（ 卒の身分を廃止 （ 7 旧田辺県のうち土壌民人・図籍・田辺城を和歌山県へ引き渡す

（ （ 戸長・副戸長を設置 （ （（ 旧官員を罷免

5 － 陸奥宗光「田租改正建議」を提出 （7「元田辺県」の称を廃止

表２　田辺藩人数変遷表

資料名 田辺藩史 無官士族卒名前 田辺藩官員履歴 計

明治 （年 明治 （年 明治 （年 明治 （年 （月頃 明治 5年頃

士族 677 7（（ （7（ 177 15（ （1（（（（）*

卒族 5（0 611 （7（ 160 （（ 1（7（6）*

小者 （1（ （16 － － 1 1

官員 － － 1（（ － － －

ほか － － － － （ （

計 1,（6（ 1,615 6（5 （（7 （1（ 51（

*･･･ カッコ内の数字は重複する人数
　　いずれも男の人数のみを採った
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隊
と
い
い
、
少
な
く
と
も
三
〇
〇
人
以
上
の
藩
士
及
び
卒
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
て
い
た
。
帳
面
の
な
か
で
「
兵
」
と
記
さ
れ
て
い
る

人
物
が
九
名
い
る
が
、
い
ず
れ
も
「
田
辺
藩
官
員
履
歴
」
に
は
名

前
が
見
え
ず
、「
兵
」
が
具
体
的
に
何
を
あ
ら
わ
す
の
か
、
定
か

で
は
な
い
。

明
治
三
年
十
月
以
降
、
歩
兵
五
小
隊
の
う
ち
楊
烈
、
底
綏
、
壮

毅
の
三
小
隊
と
土
工
兵
、
健
剛
隊
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結

果
、
二
〇
〇
人
以
上
の
武
官
が
「
無
官
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

よ
う
。

兵
制
の
改
革
は
、
明
治
初
期
に
お
け
る
各
藩
の
重
要
課
題
で
あ

り
、
新
政
府
に
お
い
て
も
増
強
の
一
途
を
た
ど
る
各
藩
の
軍
備
を

規
制
す
る
た
め
に
布
達
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
あ
る
程
度
の

変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
文
官
に
つ
い
て
は
高
位

の
人
物
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
異
動
が
記
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
表

1
に
あ
る
よ
う
に
、
部
局
の
変
更
時
に
官
吏
の
異
動
が
あ
っ
た
こ

と
も
想
像
さ
れ
る
が
、「
田
辺
藩
官
員
履
歴
」
以
外
に
知
る
術
は

な
い
。

次
に
「
校
」
の
記
載
に
つ
い
て
、
み
て
お
き
た
い
。

田
辺
藩
で
は
当
初
「
文
武
場
」
と
称
し
て
学
校
を
設
立
、
士
族

子
弟
へ
の
教
育
が
始
ま
っ
た
。
明
治
二
年
九
月
の
職
制
制
定
時
に

「
修
道
館
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
皇
学
を
熊
代
瑞
穂
、
漢

学
が
岡
本
黄
中
と
浅
井
寛
堂
、
洋
学
に
鳥
山
啓ひ
ら
くが
教
師
と
し
て

任
命
さ
れ
、ほ
か
に
も
助
教
な
ど
に
複
数
が
申
付
け
ら
れ
て
い
る
。

「
校
」
と
記
載
の
あ
る
人
物
の
う
ち
、
翻
刻
史
料
よ
り
、
史
（1

林
功
だ
け
が
「
田
辺
藩
官
員
履
歴
」
に
載
る
が
、
壮
毅
隊
、
底
綏

隊
の
半
隊
長
を
つ
と
め
た
履
歴
が
あ
る
だ
け
で
、
藩
校
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
林
の
場
合
は
半

隊
長
と
い
う
立
場
上
、
指
導
者
と
し
て
兼
任
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。「

無
官
士
族
卒
名
前
」
に
は
、
文
官
に
分
類
さ
れ
る
人
物
も
い

た
は
ず
で
あ
り
、
文
官
と
な
っ
た
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
も

の
の
、
付
家
老
時
代
に
茶
道
役
を
つ
と
め
た
士
56
羽
山
宗
休
の
名

が
見
え
る（

5
（

。
ち
な
み
に
羽
山
に
は
、「
邸
」と
記
さ
れ
て
い
る
。「
邸
」

と
は
、
田
辺
藩
の
長
屋
等
で
は
な
く
、
個
別
に
邸
を
構
え
て
い
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
羽
山
家
は
和
歌
山
城
下
住

ま
い
で
、
自
邸
に
お
い
て
罪
人
の
処
分
を
申
し
渡
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
て
お
り
、
ほ
か
の
人
々
に
つ
い
て
も
和
歌
山
県
立
図
書

館
で
所
蔵
す
る
『
旧
和
歌
山
藩
士
族
名
簿
』
（
6
（

と
照
合
す
る
こ
と
で
、
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居
住
地
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。ま
た
、

士
11
の
中
島
衛
守
は
、「
邸
」
と
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

『
旧
和
歌
山
藩
士
族
名
簿
』
に
よ
る
と
、
住
吉
町
（
現

和
歌
山
市
住
吉
町
）
に
居
住
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
田

辺
藩
士
た
ち
の
居
場
所
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
幕

末
か
ら
明
治
に
渡
る
和
歌
山
の
都
市
空
間
を
復
元
す
る

一
助
と
な
ろ
う
。

次
の
「
独
礼
順
書
」
に
は
、
無
役
を
含
め
た
役
職
ご

と
に
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
詳
細
な

分
析
を
加
え
る
こ
と
で
、文
官
た
ち
の
異
動
に
つ
い
て
、

多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

「
独
礼
順
書
」（
写
真
３
、
資
料
番
号
九
〇
〇
七
）

　

三
点
目
の
「
独
礼
順
書
」
は
、
そ
の
表
題
か
ら
す
る

と
田
辺
藩
知
事
で
あ
る
安
藤
直
裕
と
御
目
見
え
す
る
際

の
順
序
を
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
大
参
事
を
つ
と
め
た
安
藤
小
平
（
兵
衛
（を
筆
頭
に
、

藩
役
に
就
い
て
い
た
上
士
の
氏
名
が
ま
ず
記
載
さ
れ
、

写真４　「卒族順書」　（資料番号 9008）

写真３　「独礼順書」　（資料番号 9007）
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次
に
無
役
の
上
士
の
氏
名
、
中
士
・
下
士
の
役
職
持
ち
、
無
役
の

中
士
、
下
士
組
頭
の
あ
と
無
役
の
下
士
、
会
計
属
、
算
験
属
な
ど

を
挟
ん
で
、
上
卒
組
頭
、
上
卒
、
隊
の
兵
卒
、
書
記
、
捕
亡
手
、

下
卒
組
頭
、
下
卒
と
計
六
五
七
名
の
役
職
と
格
式
、
氏
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。

帳
面
に
作
成
さ
れ
た
年
月
日
の
記
載
は
な
い
が
、「
田
辺
藩
官

員
履
歴
」
と
対
照
す
る
と
、
明
治
三
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
あ
る

い
は
次
の
「
卒
族
順
書

0

0

」
と
表
題
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
同
時

期
の
作
成
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

「
卒
族
順
書
」（
写
真
４
、
資
料
番
号
九
〇
〇
八
）

　

四
点
目
は
、「
卒
族
順
書
」
で
あ
る
。
明
治
三
年
二
月
の
作
成

に
な
る
。
さ
き
ほ
ど
卒
族
に
も
上
卒
・
兵
卒
・
下
卒
に
分
か
れ
て

い
た
こ
と
を
み
た
が
、
こ
の
帳
面
内
で
は
特
に
分
類
も
さ
れ
て
お

ら
ず
、
た
だ
卒
族
に
属
し
た
人
々
の
氏
名
が
三
一
七
人
分
書
き
連

ね
ら
れ
て
い
る
。「
無
官
士
族
卒
名
前
」
と
は
、
人
物
名
や
並
び

順
が
異
な
る
が
、
い
か
ほ
ど
の
相
違
が
あ
る
の
か
な
ど
、
詳
し
い

分
析
は
後
日
を
期
し
た
い
。

以
上
四
点
が
、
収
蔵
史
料
目
録
四
『
移
管
資
料
目
録
』
で
「
紀

州
藩
・
和
歌
山
藩
庁
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
も
う

一
点
、
田
辺
藩
で
作
成
さ
れ
た
帳
面
類
が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
紹

介
し
て
お
き
た
い
。

「
御
管
内
綏
民
局
等
級
人
員
」（
写
真
５
、
資
料
番
号
九
〇
二
四
）

同
じ
く
当
館
収
蔵
史
料
目
録
四
『
移
管
資
料
目
録
』
の
「
御
管

内
綏
民
局
等
級
人
員
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
裏
表
紙
に
「
田
辺
藩

綏
民
本
局
」
と
の
記
述
か
ら
、
田
辺
藩
と
し
て
目
録
に
項
目
が
立

て
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
「
庚
午
（
明
治
三
年
）
閏
十
月
」
と

あ
る
が
、
田
辺
に
い
た
町
吏
の
氏
名
を
書
き
上
げ
た
箇
所
で
、「
明

治
四
未
八
月
十
日　

今
福
町
吏　

山
本
安
平
」
の
付
紙
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
明
治
三
年
以
降
も
手
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

内
容
は
、
明
治
三
年
十
月
七
日
に
設
置
さ
れ
た
綏
民
局
配
下
の

人
員
に
つ
い
て
、
等
級
・
役
職
別
に
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
役
職
に
は
「
貧
院
掛
り
」、「
村
長
」、「
病
院
掛
り
」、「
町

吏
」、「
末
寺
之
向
」、「
邏
卒
」
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
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さ
き
ほ
ど
紹

介
し
た
四
点
に
、

元
か
ら
田
辺
藩
と

分
類
し
て
い
た
一

点
を
加
え
た
計
五

点
が
、
文
書
館
で

所
蔵
す
る
田
辺
藩

の
藩
庁
文
書
で
あ

る
。当

初
は
筆
者

自
身
も
館
蔵
品
の

う
ち
に
田
辺
藩
庁

文
書
が
残
存
し
て

い
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、

「
御
管
内
綏
民
局

等
級
人
員
」と「
無

官
士
族
卒
名
前
」

の
様
式
が
共
通
し

写真５　「御管内綏民局等級人員」　（資料番号 9024）

写真６　上が「御管内綏民局等級人員」、下が「無官士族卒名前」
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て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
同
じ
よ
う
な

様
式
を
も
つ
「
若
山
江
戸
御
附
職
分
録
」、「
独
礼
順
書
」、「
卒
族

順
書
」
の
三
点
も
田
辺
藩
庁
文
書
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

五
点
に
共
通
す
る
最
も
特
徴
的
な
様
式
と
い
え
ば
、
帳
面
本
体

が
反
故
紙
を
貼
り
重
ね
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
何
枚
重

ね
ら
れ
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
一
丁
が
厚
紙
ほ
ど
の

分
厚
さ
と
な
っ
て
い
る
。
反
故
紙
に
は
田
辺
藩
の
廃
棄
文
書
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、「
無
官
士
族
卒
名
前
」
と
「
御
管
内
綏
民
局
等

級
人
員
」
の
二
点
に
お
い
て
、
そ
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
（
写
真

6
）。
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
恐
ら
く
反
故
紙
で
あ
る
こ
と
を
隠

す
た
め
、
全
体
に
墨
塗
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
帳
面
に
、
禄
高
・
格
式
・
人
名
等

を
記
し
た
付
箋
状
の
細
長
い
紙
が
、
上
下
二
ヶ
所
で
糊
付
け
さ
れ

て
い
る
。
帳
面
本
体
に
は
、
紙
を
剥
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
人
事
異
動
の
際
に
は
付
箋
を
張
り
替
え
て
情
報
を
更
新

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
安
藤
家
家
臣
団
に
つ
い
て
は
、『
和
歌
山
県
史
』
お

よ
び
『
田
辺
市
史
』
で
翻
刻
さ
れ
た
「
職
分
録
」、『
田
辺
市
史
』

に
よ
る
「
田
辺
御
家
中
年
齢
調
」
の
紀
州
藩
付
家
老
時
代
に
作
成

さ
れ
た
二
点
が
中
心
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
今
回
再
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
四
点
の
史
料
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
長
州
征

討
出
陣
と
軍
備
の
強
化
に
伴
う
下
級
家
臣
の
肥
大
化
と
、
田
辺
藩

と
し
て
独
立
し
、
そ
の
後
の
廃
藩
置
県
と
府
県
統
廃
合
に
よ
る
家

臣
団
の
整
理
や
縮
小
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
明
治
初
期
の
田
辺
藩
に
お
け
る
地
域
支
配
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
、
貴
重
な
史
料
を
再
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
ほ
か
に
も
ま
だ
田
辺
藩
庁
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
つ
は
、
文
書
館
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
現
在
も
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
史
料
で
（
表
（
）、「
田

辺
藩
兵
職
掌
氏
名
一
覧
」（
県
立
図
書
館
『
郷
土
資
料
目
録
』
資

料
番
号
九
〇
二
二
）
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
国
立
公
文
書
館

で
所
蔵
す
る
『
和
歌
山
県
史
案
』「
旧
田
辺
県
小
者
廃
禄
ノ
儀

ニ
付
出
訴
ノ
件
」
あ
る
い
は
「
公
文
別
録
」（
請
求
番
号　

別

〇
〇
〇
三
九
一
〇
〇
）
に
「
和
歌
山
県
下
旧
田
辺
藩
小
者
へ
就
産

資
金
貸
与
ノ
件
」
と
題
す
る
旧
田
辺
藩
小
者
た
ち
一
〇
九
名
に
よ
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る
訴
状
が
あ
る
。

　
「
田
辺
藩
兵
職

掌
氏
名
一
覧
」は
、

従
七
位
以
下
の
士

卒
ら
の
氏
名
と
役

職
な
ど
を
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
し
、「
和

歌
山
県
下
旧
田
辺

藩
小
者
へ
就
産
資

金
貸
与
ノ
件
」
で

は
、
今
回
の
四
点

の
史
料
で
も
恐
ら

く
ほ
と
ん
ど
出
て

こ
な
い
、
小
者
の

氏
名
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

ま
た
、
田
辺
市

立
図
書
館
で
所
蔵
す
る
安
藤
小
兵
衛
家
文
書
に
は
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
多
く
の
資
料
が
伝
わ
っ
て
い
る（

7
（

。今
後
、

こ
う
し
た
残
る
史
料
の
調
査
を
進
め
、
明
治
初
期
に
お
け
る
田
辺

藩
の
動
向
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

註（
1
）
砂
川
佳
子
「
資
料
紹
介
『
紀
州
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
』
に

お
け
る
紀
州
藩
付
家
老
安
藤
家
家
臣
団
の
「
先
祖
書
」
に
つ
い
て
」『
和

歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
二
〇
号　

二
〇
一
八
年

（
（
）
和
歌
山
県
立
文
書
館　

収
蔵
史
料
目
録
四
『
移
管
資
料
目
録
』「
県

立
図
書
館
移
管
資
料
」
二
〇
〇
〇
年

（
（
）
紀
州
藩
と
付
家
老
安
藤
家
に
つ
い
て
は
、
小
山
譽
城
『
徳
川
御
三
家

付
家
老
の
研
究
』
清
文
堂
出
版
二
〇
〇
六
年　

に
詳
し
い

（
（
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
和
歌
山
県
史
料
』

　

以
下
、特
に
註
を
記
さ
な
い
場
合
、同
書
中
の
「
田
辺
藩
史
」、「
田
辺
県
史
」

を
参
照
し
た
。

（
5
）
砂
川
佳
子
「
田
辺
安
藤
家
御
茶
道
羽
山
家
の
歴
代
に
つ
い
て
」『
和

歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
二
〇
号　

二
〇
一
八
年

（
6
）
徳
義
社
編
『
旧
和
歌
山
藩
士
族
名
簿
』　

和
歌
山
県
立
図
書
館
発
行　

一
九
七
七
年

（
7
）
田
辺
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.city.tanabe.lg.jp/tosho/kom

onnjyo.htm
l

表３　県立図書館『郷土資料目録』にみえる田辺藩関係文書

資料番号 表題 所蔵 翻刻掲載
（（（6 若山江戸御附職分録 文書館
（006 無官士族卒名前 文書館 本稿
（007 独礼順書 文書館
（00（ 卒族順書 文書館
（015 〔紀州藩重職并田辺新宮与力知行地沿革〕 県図書館 「新宮市史」
（0（1 〔安藤小兵衛家文書〕 県図書館
（0（（ 〔田辺藩兵職掌氏名一覧〕 県図書館
（0（（ 田辺領紀州家士諸覚 県図書館 「田辺市史」
（0（（ 御管内綏民局等級人員 文書館
（171 田辺諸事控 県図書館
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史
料
翻
刻

「
無
官
士
族
卒
名
前
」

　

凡
例

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
一
般
的
な
ル
ー
ル
に
従
っ
て
い
る
た
め
、

本
稿
で
特
に
設
定
し
た
点
の
み
、
以
下
に
記
し
て
置
く
。

　

名
前
の
上
の
「
士
１
」
あ
る
い
は
「
卒
１
」
と
い
う
の
は
原
本

に
書
か
れ
て
い
な
い
が
、解
説
文
等
に
お
い
て
便
宜
を
図
る
た
め
、

番
号
を
割
り
当
て
た
こ
と
を
御
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

　

原
本
に
お
い
て
朱
字
で
書
か
れ
た
も
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
し
、

黒
字
と
は
区
別
し
て
い
る
。

（
表
紙
）

「　

明
治
四
年

無
官
士
族
卒
名
前

（
貼
紙
「
第
拾
六
号
」）

辛
未
三
月　
　
　

綵
民
局　

什
伍
懸
り
」

士
1　

彌
太
郎

　
　

校　

小
守

士
（　

彌
三
郎　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

下
方
平
孝タ

カ

知ト
モ

士
（　

長
枝

　
　
　
　
　
　

安
藤
藤
原
重シ

ゲ

壽ヒ
サ

士
（　

新
一
郎

　
　
　
　
　
　

志
波
橘
孝タ

カ

久ヨ
シ

士
5　

荒
海

　
　
　
　
　
　

安
藤
藤
原
教ノ

リ

義ヨ
シ

士
6　

与
作

　
　
　
　
　
　

久
野
宗ム

ネ

久ヒ
サ

士
7　

半
七

　
　
　
　
　
　

大
石
邦ク

ニ

定サ
ダ

士
（　

文
俉

　
　
　
　
　
　

喜
多
幡
信ノ

フ

堅カ
タ

士
（　

晴

　
　
　
　
　
　

日
吉
則ノ

リ

明
ア
キ
ラ
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士
10　

栄
作

　
　
　
　
　
　

北
村

　
　
　

中
御
門
殿
へ
御
貸

士
11　

衛
守

　
　
　
　
　
　

中
島
忠タ

丶

明
ア
キ
ラ

士
1（　

渫

　
　
　
　
　
　

今
井
義ヨ

シ

制ナ
リ

士
1（　

吉
美

　
　
　
　
　
　

松
井
元モ

ト
ク
ニ邦

士
1（　

榮

　
　
　
　
　
　

今
井
寛ヒ

ロ
ノ
リ則

士
15　

喜
三
次

　
　
　
　
　
　

津
村
信ノ

フ

奠シ
ゲ

士
16　

三
郎

　
　
　
　
　
　

堀
口
貞サ

ダ

國ク
ニ

士
17　
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